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第 1 部はパターン識別の通信路モデル, 統計的決定理論に基づく識別関数, 識別関数の直交構成 ･近似
構成 ･反復的構成法と識別率などを扱っていて, 6 章からなっている｡
第 1 章は序論で, パターン識別を通信路モデルと考えて, パターン情報源, パターン発生, 観測機構,
パターン処理, 決定機構, シンボルの割当てとして扱えることを述べ, この論文がその中の決定機構を統
計的決定理論で論じようとしていることを明らかにしている｡
第 2 章はパターン認識の決定機構が, 数理統計学における統計的決定理論によって形式化できることを
述べ, 決定理論の立場から最適なパターン識別機構を求めている｡
すなわち, 識別すべきシンボルの集合, 観測パラメ- タによって作られるn 次元ユ- クリッド空間, 汰
定機構の写像を定義し, 観測点から決定を行なう機構を確率分布として把えている｡
その際の損失関数, 平均損失を定義し, ベイズの最適決定関数を示している｡ さらに正しく識別する確
率, 誤って識別する確率, 判定不能として拒否する確率の相互間の関係を求め, 具体的には2億尤度比識
別関数の最適なものについて, 近似構成法を展開している｡




第4章は識別関数の近似成と識別率との問題を扱っている｡ 近似設計は線形近似, 2次近似, 一般に n
次近似になるが, 主として, 平均誤識別率を基準とし, 一次の周辺分布が知られている時に, 平均誤識別







第 1 章は序論で, プログラム理論のもつ意義とプログラム理論における問題ならびに在来の研究と, 本
研究の立場について述べている｡
第2章はプログラムの表現形式を扱っている｡ プログラムを数学的対象として論ずるために, プログラ




え, その完全性を証明している｡ ここで完全性というのは, 公理系の中で誘導可能な wf(welトformed
formula)が, 同じ計算を意味する正規プログラム図式の wffの集合と一致することをいう｡









論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
パターン認識およびプログラム作成は現在情報処理の分野の中で最も重要であり, 解決をせまられてい
る項目である｡
著者は, - - ドウェアとソフトウェアに関与するパターン認識, ソフトウェアの根本問題であるプログ
ラムの理論について, ともに数学的な手法で研究を行なって, これを纏めたものが本論文である｡












2)プログラムの理論において, 最も基本的であるプログラムの同値性, 正当性, 停止性の問題に関し
て寄与した｡
すなわち, プログラム図式を数理言語の形式で表現し, 一般化されたグラフ図式に対応して, 正規プロ
グラム図式を与え, その完全公理系を求 めると共に, CF形プログラムの基本的 な性質について論及し
た ｡
さらにプログラムの性質を述語論理の形式で表現し, 証明する方法を述べている｡ これらによりプログ
ラム理論の基本的問題 :プログラムの同値性 ･停止問題, 正当性, などに進展をもたらした｡
以上のように, この論文はパターン認識の決定機構, プログラム理論の基本的問題に関して, この分野
の研究を進展させ, 学術上, 工業上寄与するところが少なくない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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